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すべての受験生に公平な選抜方式を展開

2021年度の入試改革以降も、さまざまな
状況の受験生が公平に受験・進学できる制度
を設けてきた。2023年度も引き続き、受験生
の味方として受験・選抜方法を実施していく方
針だ。新たな取り組みとして、学校推薦型選
抜：公募制に、学校長推薦によって出願がで
きるこれまで通りの方式に加え、2つの方式
を新設。「スポーツ方式」と「一芸方式」（いず
れも仮称）。「スポーツ方式」は、本学の「運動
部活性化指定団体」の競技（硬式テニス・硬
式野球）を大学でも継続する意欲があり、入
部対象者のセレクション（練習参加方式）に合
格した者が対象。「一芸方式」は英検や情報
処理などの検定・資格分野、芸術・芸能分野、
競技分野や学術・学芸分野、社会的活動（ボ
ランティアや国際交流）などの6つの分野にお
ける活動実績が出願条件となる。

また、特待生制度を4種類まで拡大。学校
推薦型選抜でも一部採用を予定している。

一般選抜、総合型選抜、

学校推薦型選抜の概要説明

一般選抜は「TOGAKU方式」「TOGAKU-E
方式」「共通テスト利用方式」を実施。

TOGAKU 方式は、英語（必須）、国語（必
須）のほか、日本史Ｂ、世界史Ｂ、数学 I・数学
Ａから1科目を選択し受験。3科目受験のうち
上位2科目を採用（200点満点）し評価する。

TOGAKU-E方式は、TOGAKU方式と同様

に3科目を受験、上位2科目を採用（200点満
点）。英語については、英語外部検定試験のスコ
ア提出を必須とし、CEFRの段階別表示に基
づく同学独自の「換算点」を英語の得点とする。

共通テスト利用方式は、2023年度大学入
学共通テスト受験科目のうち、2科目以上を
受験することを必須とする。受験した科目のう
ち、得点の高い2科目を採用（200点満点）する。

総合型選抜は「小論文方式」「E方式」「プレ
ゼンテーション方式」を用意。小論文方式は、小
論文、面談、調査書等提出書類で選考を行う。

E 方式は、同学が指定する英語外部検定試
験のスコアを出願条件とする。ライティング、
英語での質疑応答を含む面談、調査書等の提
出書類で選考を行う。

プレゼンテーション方式は、プレゼンテー
ション、面談、調査書等提出書類で選考を行
う。なお、この方式は、グローバル・コミュニ
ケーション学部と現代経営学部で実施する。

学校推薦型選抜：指定校制は、面接、調査
書等提出書類（小論文を含む）で選考を行う。

〔調査書の活用について〕
部活動／生徒会・委員会活動／留学・海外経
験／資格などすべての項目を選考に使用。一
般選抜は出席状況と資格、総合型選抜は出席
状況、学校推薦型選抜：公募制は出席状況と
出願条件の活動・資格を特に重視する。

東洋学園大学では、さまざまな立場の受験生に寄り添うため、10の選抜方式を展開。受験生に合
わせたそれぞれの選抜方式で、学力の３要素を多面的・総合的に評価する。一般選抜と総合型選抜
ではそれぞれ3通り、学校推薦型選抜では4通りとなっている。

2つのタイプから選べる自由
度の高いオープンキャンパス
です。気軽に大学を見てみた
い方におすすめの「カスタム
オーキャンライト」と、個人の
希望に合わせて内容を自由に
カスタマイズできる「カスタム
オーキャンプレミアム」があり
ます。平日の午後や土曜日に
も実施しておりますので、大学
を知るきっかけとして生徒の
皆さまにもお知らせください。

お問い合わせ先：入試広報センター入試室　〒113-0033 東京都文京区本郷1-26-3　TEL.03-3811-0389

入試広報センター 部長
相川 徹人

期待する受験生像

東洋学園大学の建学の精神は「自彊不息（じきょうやまず）」。「自ら弛まず努力を続ける」

という意味で、「自ら」とあるように、自分の興味があることをキッカケに自発的・積極的に学び、

学びの楽しさを知ることが、弛まず努めて励むことにつながると考えています。だからこそ、まず

は自分の好きなフィールドを見つけることが大切。そのための自分探しから、本学はあらゆる助

力をしたいと考えています。長く充実した人生を送るには「自律的学習者」となり、ずっと学び

続ける姿勢が大事になります。私たちと一緒に、「自彊不息」してみませんか。
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